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「

象
徴
的
解
釈
」

（
国
αq
臼

巳
ω

ヨ
Φ）

と

呼
ぶ

神
話
解
釈
か

ら

取
り
上

げ
た

。

こ

の

解
釈
に

よ

れ
ば
古

代
民
族
の

崇
拝
に

ユ

ダ
ヤ
・

キ

リ
ス

ト
教
の

唯
一

神
や
理

神
論
的
な
最

高
存
在
が

象
徴
さ

れ
て

い

た
と

す
る

。

こ

れ
に

対
し

ド
・

プ
ロ

ス

は

古
代
民
族
の

崇
拝
は

野
生
人
と
同
じ
フ

ェ

テ

ィ

シ

ズ
ム

で

あ
り、

唯
一

神
で

は

な
く
こ

れ
こ

そ
が

宗
教
の

起
源
だ
と

反
論
す
る

。

こ

の

崇
拝
は
理

念
の

抽
象
化
の

レ

ベ

ル

の

点
で
、

い

わ
ゆ
る

偶
像
崇
拝
よ
り

も
低
級
で

あ
り、

そ

れ
よ

り
も

古
い

崇

拝
で

あ
る

。

こ

の

順
序
の

重
要

性

は

フ
ェ

テ

ィ

シ

ズ

ム

と

キ

リ

ス

ト

教
の

関
係
に

置
き
換
え
る

と

明
白
と

な

る
。

神
学
者
に

よ

れ
ば

確
か

に

エ

ジ

プ

ト

人
は

動
物
崇
拝
を

行
っ

て

い

た

が
、

そ

の

動
物
は

あ
く
ま

で

真
の

崇
拝
対

象
（

唯
一

神）

の

象
徴
に

す
ぎ

な
い

。

キ

リ

ス

ト

教
普
遍
史
の

順
序
で

は、

真
の

崇
拝
対
象
（
シ

ニ

フ

ィ

エ
）

の

ほ

う
が

物
質
対
象
（
シ
ニ

フ

ィ

ア
ン
）

に

先
行
せ

ね
ば
な
ら
な

い

か

ら
で

あ
る

。

物
質
で

は
な
く

、

は

じ

め
に

言
葉
縫

神
が

あ
ら
ね
ば
な

ら

な

い

（
『

ヨ

ハ

ネ
福
音
書
』

）
D

　

唯
物
論
者
ド
・

プ
ロ

ス

が

批
判
す
る

の

は
、

唯
一

神
を

認
識
す
る

抽
象

能
力
を

要
す
る

崇

拝
か

ら

感
覚
的

能
力
し

か

要
し
な
い

物
質
的
な

崇
拝
が

あ
と
か

ら

出
現
し
た、

す
な

わ
ち

シ

ニ

フ

ィ

エ

が

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

に

先
行

し

た
と
い

う

見
解
で

あ
る

。

こ

の

批

判
か

ら
は、

唯
】

神
へ

至
る

神
の

観

念
の

抽
象
化
の

歴
史
（
宗
教
史
）

を、

人

間
の

認
識
と

言
語
の

発
展
に

依

拠
し

て

論
じ
る

明
確
な

態

度
が

読
み

取
れ

る
。

こ

の

態
度
は
す
で

に

『

人

間
認

識
起
源

論
』

二

七
四
六
）

の

コ

ン

デ
ィ

ヤ

ッ

ク

が

先

鞭
を
つ

け
て

い

た
。

具
体
的
個
物
か

ら
感

官
が

受
け
取
っ

た

個
々

の

観
念
の

長
い

反
省

過

程
に

由
来
す
る

抽

象
観
念
が

歴
史
の

原

初
か

ら

存
在
す

る
は

ず
は
な

く、

こ

れ
を

論
拠
に

両
者
共
に

デ
カ

ル

ト

の

生
得
観

念
論
を
否

定
す
る

。

　

個
人
に

お

け
る
知
識
の

習
得
過

程
の

最
終
形
態
が

抽
象
観
念
だ
と

す
る

こ

の

コ

ン

デ
ィ

ヤ

ッ

ク

の

ロ

ジ

ッ

ク

を
ド
・

プ
ロ

ス

の

宗
教
史
に

適
用
す

れ

ば
、

人
類

史
的
な

宗
教
進
歩
の

最
終
形
態
は

唯
一

神
に

あ
た
り、

そ

の

原
初
形
態
は

具
体
的
個
物
す
な
わ
ち

フ

ェ

テ

ィ

シ

ュ

と

な
る

。

ド
・

プ

ロ

ス

の

創
始
し
た

フ

ェ

テ

ィ

シ

ズ

ム

と

は
、

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

と

シ

ニ

フ

ィ

エ

の

分

裂
以
前
の

存
在
へ

の

崇
拝
で

あ
り、

こ

の

点
に

お

い

て

は

じ

め

て

「

神
即
モ

ノ
」

の

直
接
関
係
を
開
示

し

う
る

信
仰
形
態
を
示
す
た

め
に

創

始
さ

れ

た、

非

常
に

戦
略
的
な

論
理

仮
説
で

あ
っ

た
。

だ
が

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

と

シ
ニ

フ

ィ

エ

が
必

然
的
に

結
合
す

る

よ

う
な
状
態
な
ど

想
定
で

き

る

だ
ろ

う
か

？

　
ド
・

プ
ロ

ス

が

『

言
語
形
成
論
』

で

懸
命
に

証
明
し
よ

う

と

し

た

論
点
こ

そ、

実
は

こ

の

言
語
の

恣

意
性
の

否

定
で

あ
っ

た

の

で

あ

る
。

そ
の

意
味
で

『

フ
ェ

テ

ィ

シ
ュ

神
』

は

言

語
起
源
の

論
理
を

宗
教
史

に

応
用
し

た
一

つ

の

例
証
だ
っ

た

と

い

え
る

。

デ
ュ

ル

ケ

ー
ム

と
モ

ー
ス

の
「

隠
さ

れ

た

共
同
作
業
」

　
　

i
供
犠
論
の

生
成

i

山

　
暗

鳧

　
「

社
会

学
年
報
」

に

お

い

て

中

心
的
な

位

胆
を

占
め

て

い

た

宗
教
研
究

は、

周
知
の

よ

う
に、

デ
ュ

ル

ケ

ー

ム
、

ユ

ベ

ー

ル
、

モ

ー

ス
、

エ

ル

ツ

ら
の

緊
密
な
共

同
作
業
に

依
拠
し
て

い

た
。

デ
ュ

ル

ケ

ー
ム

に

せ

よ

モ

ー

ス

に

せ

よ、

そ

の

宗
教
研
究
を

十
全
に

理
解
す
る

た

め

に

は、

こ

の

よ
う

な

共
同
作
業
の

内

実、

さ

ら

に

は

社
会
学
年
報
学
派
の

宗
教

研
究
全

体
へ

の

目
配
り
が

欠
か

せ

な
い

は

ず
だ

が
、

従
来
の

研
究
で

は

こ

の

よ

う
な
視
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点
は

あ
ま

り
顧
み

ら
れ

て

こ

な
か
っ

た
。

本
発
表
で

は、

彼
ら

の

共

同
作

業
の

な
か

で

も、

論

文
や

書
評
な
ど
の

共
著
と

い

う

形
で

直
接
表

面
に

現

わ

れ

な

い

「

隠
さ
れ
た

共
同
作

業
」

の

典
型
例
と
し
て

、

】

八
九
九

年
の

『

社
会
学
年

報
』

第
二

巻
に

掲
載
さ
れ

た

ユ

ベ

ー
ル

と

モ

ー
ス

「

供

犠
の

本
質
と

機
能
に

関
す
る

試
論
」

（
以
下、

「

供
犠
論
」

と

略
記
V

を

取
り
上

げ
、

そ
の

「

困
難
で

混
沌
と

し
た
」

生

成
に

お

け
る
デ
ュ

ル

ケ

ー
ム

の

関

与
の

内
実
を

検
討
す
る

。

　
「

供
犠
論
」

で

は
、

ロ

バ

ー

ト

ソ

ン

・

ス

ミ

ス

に

よ

る

起
源
論

的
な

供

犠
理
解
が

批

判
さ

れ、

入
場

・

い

け
に

え

の

殺
害
・

退
場
と

い

う
供

犠
の

図
式

、

な
ら
び
に

聖
と

俗
と

の

媒
介
と

し
て

の

い

け
に

え
と

い

う
概
念
の

導
入
に

よ

っ

て
、

供
犠
の

総
体
的
・

動
態
的
な

説
明
が

可

能
と

な

っ

た
。

さ

ら

に

結
論

部
分
で

は
、

内
在
と

超

越
と

い

う
両
義
的
な

社
会
観
と

供
犠

に

よ

る

社
会

活
性
化
の

機
能
が

提
示
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ
は、

同
じ

『

社

会
学
年
報
』

第
二

巻
に

掲
載
さ
れ
た
デ
ュ

ル

ケ

ー
ム

に

よ
る

「

序
文
」

と

「

宗
教

現
象
の

定
義
に

つ

い

て
」

（
以
下、

「

定
義
」

論
文
と

略
記）

に

見

ら

れ
る

発
生

論
的
観
点

−
宗
教
は

す
べ

て

の

社

会
制

度
の

胚

珠
で

あ

り、

そ
れ
ら
の

制
度
の

成
立
を
理
解
す
る

た

め

に

「

原
始

的
」

な

宗
教
の

研
究
が

必
要
と

な
る

ー
な
ら
び
に

強
圧
的
な

社
会
観
と
は

対
極
を

な

し

て

い

た
。

　
ユ

ペ

ー

ル

と

モ

ー

ス

の

実
質
上
の

処
女

作
で

あ
る

「

供

犠
論
」

は
、

デ

ュ

ル

ケ
ー

ム

が

ロ

バ

ー

ト
ソ
ン

・

ス

ミ

ス

に

淵
源
す
る

発
生

論
的
観
点
か

ら
そ
の

執
筆
を

促
し

た

も
の

で

あ
り、

一

八
九
七
年
後
半
に

始
ま
る

そ

の

構
想
の

初
期
段
階
か

ら
、

彼
は
二

人
の

共
同
作
業
に

パ

タ
ー

ナ
リ
ス

テ

ィ

ッ

ク
に

介
入

し

て

い

た
。

し
か

し、

三

つ

ど

も

え
の

共
同

作
業
が

進
行
す

る
過

程
で

、

デ
ュ

ル

ケ

ー
ム

は

供
犠
の

生

命
維
持
機
能
を

社
会
に

適
用
す

る
発

想
に

導
か

れ
る

。

そ
れ

は

供

犠
に

社
会

活
性
化
の

機
能
を
認
め

る

こ

と
で

あ
り、

そ

れ
ま
で

の

デ
ュ

ル

ケ
ー

ム

の

発
生

論
的
観
点、

強
圧
的
な

社
会
観
に

根
本
的
な

修
正
を

迫
る
発

見
で

あ
っ

た
。

原

稿
執
筆
の

遅
滞
に

苦
し

む
モ

ー
ス

に

援
助
の

手
を
さ
し

の

べ

た

デ
ュ

ル

ケ

ー
ム

は、

「

供
犠

論
」

の

結
論
部
分
に
、

こ

の

新
た
な

発
見
を
直
接
反
映
さ
せ

る
。

「

序
文
」

と

「

定
義
」

論
文
で

は、

従
来
か

ら
の

強
圧
的
社
会
観
と

発
生

論
的
観
点

を

維
持
し

つ

つ
、

み

ず
か

ら

の

名
前
を
冠
さ

な
い

「

供
犠
論
」

の

な
か

に
、

新
た
に

萌
し

た

社
会
観
と

宗
教
観
と
を
い

わ

ば

実
験
的
に

滑
り
込
ま

せ

た

の

で

あ
る

。

事
実、

「

供

犠
論
」

以

降
、

デ
ュ

ル

ケ
ー

ム

の

宗
教

研

究
の

出
発
点
で

あ
っ

た

発
生
論

的
観
点
は

影
を

潜
め

、

両
義
的

社
会

観
と

儀
礼
の

社
会
活

性
化
機
能
の

探

求
が

彼
の

宗
教
研
究
の

中
心
テ

ー

マ

と

な

っ

て
、

そ

れ
は
「

九
一

二

年
の

『

宗
教
生
活
の

基

本
形

態
』

へ

と
結
実
し

て

い

く
の

で

あ
る

。

　

他
方
で、

「

供
犠
論
」

に

見
ら

れ

た
共

時
的
観
点
と

宗
教
現
象
の

総
体

的
把
握
の

視
点
は
、

そ

の

後
の

社
会

学
年
報
学
派
に

よ
る

宗
教
研
究
の

共

有
財
産
と

な
っ

て

い

く
。

『

社

会
学
年
報』

第
五

巻
（
一

九

〇
二

年）

の

ア

ナ

リ

ー

ズ
の

宗
教

社
会
学
セ

ク
シ

ョ

ン

の

序
文
に

お

い

て
、

ユ

ベ

ー
ル

と

モ

ー

ス

は
、

宗
教

研
究
の

新
た

な
枠

組
み

と
し
て
、

表
象
と

実
践
と

社

会

組
織

、

そ

れ
ら

を
包
摂
す
る

宗
教
体
系
と

い

う
四

つ

の

カ

テ

ゴ

リ
ー

を

提
示
す

る

が、

そ

れ
は

ま
さ
に

「

供
犠
論
」

に

お

け

る

共
時
的
か

つ

総
体

的
観
点
の

延
長
線
上
に

到
達
さ

れ

た
も
の

で

あ
っ

た
。

も
と

よ

り
、

デ
ュ

ル

ケ
ー

ム

の

『

宗
教
生
活
の

基

本
形
態』

も

ま

た
、

基

本
的
に

は

こ

の

枠

組
み

に

準
拠
す
る

作
品
だ
っ

た

と

見
る

こ

と

が

で

き

る
。

　
こ

の

よ

う
に

、

「

供
犠
論
」

の

「

困
難
で

混

沌
と

し

た
」

生

成
の

過
程

は、

デ
ュ

ル

ケ

ー

ム

の

宗
教
研
究
の

転
回
点
を
な
す
も
の

で

あ
る

と

同
時

（1305）213
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